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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

タバコは肺がんをはじめ、多くの疾患と因果関係があると言われており、また、受動喫煙による周
囲への悪影響も指摘されている。国や東京都において関連法令の制定・改正が進められており、
タバコ対策の重要性は高まっている。今後も引き続き、喫煙防止教育、講演会やキャンペーンを実
施する他、ゆりかご・たいとう面接など様々な機会をとらえ、正しい知識の普及啓発を進めていく。

維持

手段の適切性 3 区立台東病院と協働するほか、関係機関と連携して取り組むことができている。また、課内の他事業や関係各
課と共にキャンペーン等で普及啓発を行うことで、より多くの区民に働きかけることができた。

目的達成度 3 関係機関や関係各課と連携し、啓発キャンペーン等であらゆる世代の区民へ普及啓発活動を実施することが
できた。区民へ周知啓発できる機会、喫煙防止教育の実施校も増え、目的達成に寄与している。
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評価 評価の理由

必要性 4
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けて、国や東京都において受動喫煙対策強化に向
けた法改正や条例制定が進められていることを背景に、区民の意識・関心が強まっており必要性が高まってい
る。

効率性 3 関係機関から送付されるチラシ・ポスター等を多く活用するほか、区立台東病院と協働することにより、講演会
講師や喫煙防止教育の医師を派遣してもらうなど、コストを低く抑えることが出来ている。

　一般財源（区負担額） 9,007 9,061 10,441

課題及び
今後の進め方

現在も様々な機会をとらえ知識の普及啓発を進めているが、事業目的を果たすためには、より多くの区民が喫煙による
健康への影響を理解して適切な生活習慣を身につけることができるよう、正しい知識の普及啓発を継続する必要があ
る。そのためにも、これまで以上に関係機関・関係各課と連携して、区民に働きかける機会を増やしていく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 89 261 300

50 0 0

　総経費 9,096 9,322 10,741

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 8,917 8,799 10,139

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 129 523 602

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

台東区おいしい空気おもてなし店登録数
（累計）

店 - 28 40 42

活動指標

50

啓発キャンペーン来場者数 人 1,400 -

H30年度

179 522

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

2 1 200.0%1 1 2

84.0%

- 1,323 - -

602
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種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

啓発キャンペーン 回

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 77 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

・喫煙防止の教育・啓発（区内小学校３校、中学校２校　合計480名）
・受動喫煙防止の環境づくり（台東区おいしい空気おもてなし店登録事業　３０年度新規：３店舗、累計４２店舗）
・禁煙サポート体制構築（禁煙外来マップの作成・周知）
・講演会の実施（台東区立台東病院との共催事業・１回）

委託の有無 なし
委託内容 　 なし

補助金の有無 国

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 タバコ対策推進
所
管

健康部

保健サービス課

事業対象

事業目的
タバコのもたらす健康への悪影響、受動喫煙の防止に関する普及啓発を行うことで、タバコ関連疾患罹患率や死亡率の減少
など、区民の健康増進を図る。

 [施　　策] 16　がん対策の推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 法令（義務） 〔法令等名〕 健康増進法

長期総合
計画体系

いつまでも健やかに自分らしく暮らせるまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 一般区民

同上


